
小さなDX実現と生成AI活用
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WG06 生成AIを取り入れた新しい物流連携による「現場DXの実現」



WG06 参加メンバー（順不同）

事業者会員 10社

梅田運輸倉庫株式会社

株式会社新宮運送

株式会社セイリョウライン

センヨシロジスティクス株式会社
株式会社大東ロジスティクス

谷口運送株式会社

千曲運輸株式会社

日本トラック株式会社

株式会社ハルテGC

阪神石油運送株式会社

サポート会員 23社

アクティア株式会社

アスコネックス株式会社

アルプスアルパイン株式会社

eMotion Fleet株式会社

NSW株式会社

オリックス自動車株式会社

グローアップ社会保険労務士法人

グローバルナレッジ株式会社

小林クリエイト株式会社

株式会社システムライフ

株式会社ジール

株式会社商工組合中央金庫

センターフィールド株式会社

株式会社タイガー
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都築電気株式会社
ハコベル株式会社
一般社団法人フィジカルインターネットセンター
フィン・バイ・テック コンサルティング
古野電気株式会社
株式会社フルバック
矢崎総業株式会社
株式会社LOKIAR
ロジドーン
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WG06 今期テーマ

生成AIを取り入れた新しい物流連携による
「現場DXの実現」

コンセントの様に連携できる世界を実現するために、CSVデータ、荷主データの加
工などのデータ活用を生成AIやAPIデータ連携で時間短縮や作業効率向上に繋げる。
配車業務やバックオフィス業務における小さなDXを実現する。

Aシステム Bシステム
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議論がありましたら、、

今期活動のタイムライン

11月
第3回

12月
第4回

1月
第5回

2月
第6回

3月
第7回

4月
第8回

6月
第10回

5月
第9回

07/10
発表

実証期間

フォーラム
発表準備

実証内容等議論

進捗

進捗
進捗

中間発表準備

進捗
まとめ
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今期の実証サマリおよび活動

前年度から継続した実証

•基幹システムとデータ連携：新宮運送のテストモニターを通して ・・今期報告はありません

•自社の案件別原価計算作業を減らす：阪神石油運送さまの実運用をモデルに

新規実証

•売上集計プログラム：センヨシロジスティクスさまにて作成された売上集計モデル

•インプットモデル（データ化.com）

•物流2法対応モデル

その他、ディスカッション

•原価課題について

•売上課題について

•外的リスクについて（中東問題における影響）

•生成AI活用状況について

AI

AI
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ディスカッション内容

⚫ 原価課題について

⚫ 売上課題について

⚫ 外的リスクについて
（中東問題における影響）

⚫ 生成AI活用状況について

毎回 10~20分ほどの
テーマディスカッション

を実施

ここから実証実験の
アイデアにもつながる
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前期からの継続実証
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注文 注文 売上表

デジタコ
データ

1日2-3回の運行

基幹

運行別の
原価算出

取引先別
収支管理

②運行のコスト計算

③売上と運行を照合

①車両の原価単価

1. 時間あたり原価
2. 距離あたり原価

見直しに、
データ活用

価格
交渉

取引先
選別

賃金
改定

設備
投資

阪神石油運送さま現状
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阪神石油運送さま実証課題

車両の原価単価計算

運行のコスト計算

売上と運行データの照合

データ加工時の手作業に時間がかかっている

サンプルデータをもとに、
データ加工の自動化ロジックを実証

【前期実証結果】
運行コスト計算において、 93％マッチ

デジタコデータのため、打刻漏れを起因とする
判断ができないケースが存在した。
打刻によらない情報による判断を加えることで、
精度はあがる可能性がある。

【今期実証方針】
案件別原価算出ルールの完全実装を目指さず、
確実にルール適用したデータを対象として実証。

（ルール外のデータは事務員さんに処理してもらう）
⇒どこを人がやらないといけないかを明確にしよう
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阪神石油運送さま今期実証

デジタコ

データ取得

原価計算

対象を選別

荷積開始

データ補正

配送回数

計算処理

案件別

原価集計

【配送回数の精度向上】

【注文と運行の紐付け】

全8,105件中、計算対象7,442件（91.8％）、マッチ7,134（95.8％）
・前回マッチ率91％から4％改善、荷卸打刻漏れが影響し低い改善率
・荷卸回数と荷積回数による計算対象除外をするなどの対策が必要
マッチ率を限りなく100％に近づけないと、
人が作業するものとシステムで計算の分離ができない、、（次期課題）

1. 原価計算対象を選別
2. 積み地データから、荷積開始データを補正
3. データ量を増やす（1日⇒月間）

1. 配送ユニットデータ（着日、乗務員、車両）から、一致するオーダーを紐付け（1：1）
⇒複数案件が多いため、あまり紐付け効果がでない、、

2. 運行と紐付けるためには、荷卸先の住所情報などを活用して、自動照合する必要がある。
⇒荷卸先の住所情報の緯度経度情報から、デジタコの緯度経度情報を照合し、案件を特定する方法を次回実証



© General Incorporated Association Transportation Digital Business Conference. 11

新規実証



センヨシロジスティクスさま実証
グループ毎、会社毎管理されている売上を一括集計するシステムを構築





各会社の売上データ（input）

各社のそれぞれの売上のファイル。複数会社分、全部同じフォルダに入れておく。



変換マスタ過去の月ごとの売上集計 /
前年、先月比用に自動で抽出される。 得意先名の揺れや、吸収に自動で参照



会社用の出力用テンプレフォーマット
データを全部処理した後に、流し込むためのテンプレートファイル



出力結果(output)
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各社利用の実証の為の共有
グループ毎（部門毎）管理させている売上エクセルをまとめて集計するためのプログラムです。
※改変自由で好きに使ってくださいってこと、センヨシロジスティクスさまよりご了解をいただいております！

上記アプリケーションを共有いただき、実際にWKメンバーで利用を検討
⇒汎用化できないかを模索

⇒この発想から、新宮運送さまの生成ＡＩ活用アイデア生まれる
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汎用インプットモデル実証（データ化.com)

データ受領 データ解析
構造化割当

マスタ割当
画面出力 画面確認

スプレッドシート

保存
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企業の利用している配車表（例）

データ化.comで生成した情報

汎用インプットモデル実証（データ化.com)
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汎用インプットモデル実証（データ化.com)

CSVの中身

生成AIで作成した指示書

後続のシステムへ取込
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データ化.com 今後に向けて

○アウトプットは、様々な様式に生成AIで変換することも可能！
⇒後続のシステムとの連携が容易に！
⇒いままでは、個別システムを作ったり、人が加工していた。

○荷待ち荷役の照合も可能！
⇒一連の流れで作成されるため、
作成したものを突き合わせる必要なし！
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物流2法対応モデルの実証
運送を取り巻く法令・規則・ガイドラインや業界特有の情報に特化！
また、個社の情報を取り込んでいくことで、企業毎の仕組み構築！
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物流2法対応モデルの実証
利用者の情報を入力すると、インターネット上の情報から、
利用企業の情報を収集した結果を取得する
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物流2法対応モデルの実証
用意した法令等のデータリソース（51ファイル）
⇒どんどん増えていく 回答の元データ
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物流2法対応モデルの実証
Q「荷待ち荷役時間の定義や計測方法を根拠付きで知りたい」

質問の分析

評価

回答の検証

関連資料の検索

回答を生成
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物流2法対応モデルの実証
生成AIの回答（検証済みのデータを回答しているところがポイント）
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物流2法対応モデルの実証
Q 一般貨物運送事業における許可更新制度についての今後予想される内容や手順は？

答えられないことは、答えない！！（回答の信頼性をあげる）

内部に情報がない場合でも外部に高度な検索が可能！
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物流2法対応モデルの実証

【今後】
・構築しながら、具体的な利用を進め、実証効果を集めていきたい
・自社の何のデータを物流新法対応LLMにあわせたいかを、具体化し実証としていきたい。
・ローカル環境でも動作することも視野、、、

◆生成AIは、嘘情報が紛れ込む、、
これをいかに取り除いた回答を出力するかがポイント！

◆信頼性の高い情報のみ採用し、わからないことはわからないと回答できることにこだわり
生成AIはあたかもあってるかのように回答するところがある、、

◆ただ、「物流の全て」を網羅することは難しいことを理解しておかないといけない
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来期展望

1.今期同様に、継続実証と新規実証、
事業者会員を中心としてディスカッションの実施によるWG活動

2.活動中心は、小さなDXと生成AI活用をメインテーマとする



32

一般社団法人運輸デジタルビジネス協議会

https://tdbc.or.jp/
unyu.co＠wingarc.com
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荷主が変わらなければ物流ではなく、経済が破綻する
〜運送事業者と荷主とのパートナーシップで解決〜


	スライド 1: 小さなDX実現と生成AI活用
	スライド 2: WG06 参加メンバー（順不同）
	スライド 3: WG06 今期テーマ
	スライド 4: 今期活動のタイムライン
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8: 阪神石油運送さま現状
	スライド 9: 阪神石油運送さま実証課題
	スライド 10: 阪神石油運送さま今期実証
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19: 各社利用の実証の為の共有
	スライド 20: 汎用インプットモデル実証（データ化.com)
	スライド 21: 汎用インプットモデル実証（データ化.com)
	スライド 22: 汎用インプットモデル実証（データ化.com)
	スライド 23: データ化.com　今後に向けて
	スライド 24: 物流2法対応モデルの実証
	スライド 25: 物流2法対応モデルの実証
	スライド 26: 物流2法対応モデルの実証
	スライド 27: 物流2法対応モデルの実証
	スライド 28: 物流2法対応モデルの実証
	スライド 29: 物流2法対応モデルの実証
	スライド 30: 物流2法対応モデルの実証
	スライド 31: 来期展望
	スライド 32

